


1 関本高架橋耐震補強工事　率計上工事　数量総括表 59 神の山橋（上り線） P1～P4橋脚　撤去・設置工　排水管A　詳細図

2 関本高架橋（上り線）工事用道路整備工　土配計画図 60 神の山橋（上り線） 撤去・再設置図

3 関本高架橋（上り線）工事用道路整備工 関　詳細図 　 61 里根川橋（上り線） 撤去工　既設耐震連結装置

4 ， 5 関本高架橋（上り線） A1橋台　撤去・設置工　検査路B　詳細図 ( その 1 ) ～ ( その 2 ) 62 ， 63 里根川橋（上り線） A1橋台　撤去・設置工　検査路B　詳細図 ( その 1 ) ～ ( その 2 )

6 ～ 8 関本高架橋（上り線） P6橋脚　撤去・設置工　検査路B　詳細図 ( その 1 ) ～ ( その 3 ) 64 里根川橋（上り線） P1橋脚　撤去工　検査路B　詳細図

9 ～ 11 関本高架橋（上り線） P12橋脚　撤去・設置工　検査路B　詳細図 ( その 1 ) ～ ( その 3 ) 65 ～ 67 里根川橋（上り線） P1橋脚　設置工　検査路B　詳細図 ( その 1 ) ～ ( その 3 )

12 ， 13 関本高架橋（上り線） P17橋脚　撤去・設置工　検査路B　詳細図 ( その 1 ) ～ ( その 2 ) 68 ～ 70 里根川橋（上り線） A2橋台　撤去・設置工　検査路B　詳細図 ( その 1 ) ～ ( その 3 )

14 ～ 16 関本高架橋（上り線） A2橋台　撤去・設置工　検査路B　詳細図 ( その 1 ) ～ ( その 3 ) 71 里根川橋（上り線） P1～P4、P6橋脚　撤去・設置工　排水管A　詳細図

17 関本高架橋（上り線） P1,P12橋脚　撤去・設置工　排水管A　詳細図 72 里根川橋（上り線） 撤去・再設置図

18 ， 19 関本高架橋（上り線） P2～P11橋脚　撤去・設置工　排水管A　詳細図 ( その 1 ) ～ ( その 2 )

20 関本高架橋（上り線） P13～P16橋脚　撤去・設置工　排水管A　詳細図

21 関本高架橋（上り線） P17橋脚　撤去・設置工　排水管A　詳細図

22 関本高架橋（上り線） A2橋台　撤去・設置工　排水管A　詳細図

23 ～ 26 関本高架橋（上り線） 撤去・再設置図 ( その 1 ) ～ ( その 4 )

27 関本高架橋（上り線） 切り回し道路設置工図

28 中妻高架橋（上り線） A2橋台　撤去工　既設耐震連結装置

29 中妻高架橋（上り線） A1橋台　撤去工　検査路B　詳細図

30 ～ 32 中妻高架橋（上り線） A1橋台　設置工　検査路B　詳細図 ( その 1 ) ～ ( その 3 )

33 中妻高架橋（上り線） A2橋台　撤去工　検査路B　詳細図

34 ， 35 中妻高架橋（上り線） A2橋台　設置工　検査路B　詳細図 ( その 1 ) ～ ( その 2 )

36 中妻高架橋（上り線） P2橋脚　撤去・設置工　排水管A　詳細図

37 中妻高架橋（上り線） 撤去・再設置図

38 花園川橋（上り線） A1橋台　撤去工　既設耐震連結装置

39 花園川橋（上り線） A2橋台　撤去工　既設耐震連結装置

40 花園川橋（上り線） A1橋台　撤去工　検査路B　詳細図

41 ， 42 花園川橋（上り線） A1橋台　設置工　検査路B　詳細図 ( その 1 ) ～ ( その 2 )

43 花園川橋（上り線） A2橋台　撤去工　検査路B　詳細図

44 ～ 46 花園川橋（上り線） A2橋台　設置工　検査路B　詳細図 ( その 1 ) ～ ( その 3 )

47 花園川橋（上り線） A1橋台　撤去・設置工　排水管A　詳細図

48 花園川橋（上り線） A2橋台　撤去・設置工　排水管A　詳細図

49 花園川橋（上り線） 撤去・再設置図

50 ， 51 華川高架橋（上り線） A1,A2橋台　撤去・設置工　検査路B　詳細図 ( その 1 ) ～ ( その 2 )

52 華川高架橋（上り線） P1,P2橋脚　撤去・設置工　排水管A　詳細図

53 華川高架橋（上り線） 撤去・再設置図

54 ～ 56 神の山橋（上り線） A1橋台　撤去・設置工　検査路B　詳細図 ( その 1 ) ～ ( その 3 )

57 ， 58 神の山橋（上り線） A2橋台　撤去・設置工　検査路B　詳細図 ( その 1 ) ～ ( その 2 )

図面番号 図 面 名 称 図面番号 図 面 名 称

【図 面 目 録】　関本高架橋耐震補強工事　率計上工事



関本高架橋耐震補強工事　率計上工事　数量総括表

関本高架橋耐震補強工事　

率計上工事　数量総括表
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

— 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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関本高架橋(上り線) 工事用道路整備工 関 詳細図

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図示 図面番号

関本高架橋(上り線)

施工会社名

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

工事用道路整備工　関　詳細図

側 面 図 S=1:500側 面 図 S=1:500

平 面 図 S=1:500

1.本図面の 　　 は、P1,P2橋脚の反力盛土
　(袋詰玉石,耐候性大型土のう等含む)を示す。

注記

2.本図面の　　　は、P1,P2橋脚の工事用道路整備工 関
　(砕石舗装等含む）を示す。

2 - 21 - 1
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関本高架橋(上り線) A1橋台 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その1) S=1:50

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線) 

A1橋台 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その1)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

撤去・設置

既設 検査路 A1 858mm下げて設置

新設　4×8＝32本

梯子は、既設残置

S=1:25

S=1:25

S=1:25

S=1:25

S=1:25 S=1:25

S=1:50

撤去・設置箇所

再設置歩廊面

梯子追加 梯子追加

※完成図を基に作成している。
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既設 検査路 A1 858mm下げて設置

関本高架橋(上り線) A1橋台 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その2) S=1:50

撤去・設置 A1橋台

1
0
0
程
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P1橋脚側

500100

1
1
0
0

1
0
0
0

復旧検査路
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1
0
5
5

9
5
8

計画
A1橋台(上り線) 検査路

現況

2
0
5
5

4-ホールインアンカー M16×125
新設

落橋防止構造

A1

P1橋脚側

500100

検査路一時撤去

1
1
0
0

1
0
0

2.特記なきスカーラップは全て50Rとする。

1.特記なき材質は全てSS400とする。

4.部材は全て溶融亜鉛めっきを施す。

注記)

　亜鉛の膜厚は　JIS H 8641  HDZT77とする。

  但し、厚さ3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナットはHDZT49

3.ボルト・ナットは緩み止め機能のあるものを使用する。

　とする。
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歩廊面

橋座面

1
5
0

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線) 

A1橋台 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その2)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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関本高架橋(上り線) P6橋脚 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その1) S=1:50

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線) 

P6橋脚 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その1)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

撤去

S=1:25
S=1:25

S=1:25 S=1:25
S=1:25

S=1:25

S=1:25

S=1:50

梯子は、既設残置

撤去箇所
※完成図を基に作成している。
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関本高架橋(上り線) P6橋脚 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その2) S=1:75
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4-U.BOLT 呼び15 （C形,1,3種ナット（M10）付）

1-PIPE φ42.7x2.3x580（STK400）

2-PIPE φ21.7x1.9x580（STK400）

2-U.BOLT 呼び32 （C形,1,3種ナット（M10）付）

8-BN.M10x35（2-W）

1-PL.90x3.2x680

2-PL.190x12x285（SM400A）

8-BN.M16x45（2-W）

2-L.65x65x6x1258

4-U.BOLT 呼び15 （C形,1,3種ナット（M10）付）

1-PIPE φ42.7x2.3x1428（STK400）

2-PIPE φ21.7x1.9x1428（STK400）

2-U.BOLT 呼び32 （C形,1,3種ナット（M10）付）

8-BN.M10x35（2-W）

1-PL.90x3.2x1420

2-PL.190x12x285（SM400A）

8-BN.M16x45（2-W）

2-L.65x65x6x1258

1428

1420

3-L.65x65x6x1258

6-U.BOLT 呼び15（C形,1,3種ナット（M10）付）

3-U.BOLT 呼び32（C形,1,3種ナット（M10）付）

12-BN.M10x35（2-W）

1-PL.90x3.2x1161

3-PL.190x12x285（SM400A）

12-BN.M16x45（2-W）

1-PIPE φ42.7x2.3x2378（STK400）

2-PIPE φ21.7x1.9x2378（STK400）

1-PL.90x3.2x1052

2378

1161 165 1052

3-L.65x65x6x1258

6-U.BOLT 呼び15（C形,1,3種ナット（M10）付）

3-U.BOLT 呼び32（C形,1,3種ナット（M10）付）

12-BN.M10x35（2-W）

1-PL.90x3.2x1049

1-PL.90x3.2x1055

3-PL.201x12x285（SM400A）

12-BN.M16x45（2-W）

1-PIPE φ42.7x2.3x2269（STK400）

2-PIPE φ21.7x1.9x2269（STK400）

7-L.65x65x6x1258

14-U.BOLT 呼び15（C形,1,3種ナット（M10）付）

7-U.BOLT 呼び32（C形,1,3種ナット（M10）付）

28-BN.M10x35（2-W）

1-PL.90x3.2x671

1-PL.90x3.2x676

7-PL.201x12x285（SM400A）

28-BN.M16x45（2-W）

1-PIPE φ42.7x2.3x5754（STK400）

2-PIPE φ21.7x1.9x5754（STK400）

2-PL.90x3.2x666

1-PL.90x3.2x600

1-PL.90x3.2x1651

2269

1055 165 1049

2
0
1

5754

676 165 671 165 666 165 666 165 600 165 1651

4-U.BOLT 呼び15 （C形,1,3種ナット（M10）付）

1-PIPE φ42.7x2.3x630（STK400）

2-PIPE φ21.7x1.9x630（STK400）

2-U.BOLT 呼び32 （C形,1,3種ナット（M10）付）

8-BN.M10x35（2-W）

1-PL.90x3.2x680

2-PL.190x12x285（SM400A）

8-BN.M16x45（2-W）

2-L.65x65x6x1258

6-U.BOLT 呼び15 （C形,1,3種ナット（M10）付）

1-PIPE φ42.7x2.3x1814（STK400）

2-PIPE φ21.7x1.9x1814（STK400）

3-U.BOLT 呼び32 （C形,1,3種ナット（M10）付）

12-BN.M10x35（2-W）

1-PL.90x3.2x 822

3-PL.190x12x285（SM400A）

12-BN.M16x45（2-W）

3-L.65x65x6x1258

4-U.BOLT 呼び15 （C形,1,3種ナット（M10）付）

1-PIPE φ42.7x2.3x1111（STK400）

2-PIPE φ21.7x1.9x1111（STK400）

2-U.BOLT 呼び32 （C形,1,3種ナット（M10）付）

8-BN.M10x35（2-W）

1-PL.90x3.2x1104

2-PL.190x12x285（SM400A）

8-BN.M16x45（2-W）

2-L.65x65x6x1258

1814 1111

1-  .100x50x5x7.5x680

15-BN.M10x30 （1-W,1-TW）

1-FB.90x9x739

1-  .100x50x5x7.5x1438

1-Ch.PL 640x3.2x1416(SS400相当品)

1-BASE PL.160x9x660(SM400A)

1-  .100x50x5x7.5x1144

1-  .100x50x5x7.5x1877

22-BN.M10x30 （1-W,1-TW）

1-FB.90x9x670

1-  .100x50x5x7.5x2398

1-Ch.PL 640x3.2x2382(SS400相当品)

1-BASE PL.160x9x1217(SM400A)

1-FB.90x9x739

1-FB.90x9x713

1-  .100x50x5x7.5x2049

25-BN.M10x30 （1-W,1-TW）

2-FB.90x9x670

1-  .100x50x5x7.5x2279

1-Ch.PL 640x3.2x2252(SS400相当品)

2-BASE PL.160x9x660(SM400A)

1-FB.90x9x713

1-  .100x50x5x7.5x 680

62-BN.M10x30 （1-W,1-TW）

8-FB.90x9x670

2-  .100x50x5x7.5x5754

1-Ch.PL 640x3.2x5714(SS400相当品)

3-BASE PL.160x9x660(SM400A)

1-  .100x50x5x7.5x 680

1
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2047

822 165 8271-PL.90x3.2x 827
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2
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2
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10φ孔

E-E

2.特記なきスカーラップは全て50Rとする。

1.特記なき材質は全てSS400とする。

4.部材は全て溶融亜鉛めっきを施す。

注記)

　亜鉛の膜厚は　JIS H 8641  HDZT77とする。

  但し、厚さ3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

3.ボルト・ナットは緩み止め機能のあるものを使用する。

　HDZT49とする。
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"a"部詳細 S=1:25
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Uボルト

支柱２本で手摺りを固定する箇所のみ

図面中は☆印で示す

☆印 手摺抜け落ち防止加工詳細 S=1:15

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線) 

P6橋脚 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その2)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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B1製作数： 5ヶ

通路用ブラケット S=1:25

B1 
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6-ホールインアンカー  M16x125

4-B.N M16x50（2-W）

1-BASE PL.335x16x300（SM400A）

1ヶ所分材料B1

1-H.175x175x7.5x11x774

関本高架橋(上り線) P6橋脚 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その3) S=1:25
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6-ホールインアンカー  M16x125

4-B.N M16x50（2-W）

1-BASE PL 300x16x558(SM400A)

材料B2

1-FLG PL 200x9x2079(SM400A)

1-FLG PL 150x9x2089(SM400A)

1-WEB PL 380x9x2069(SM400A)

6-ホールインアンカー  M16x125

4-B.N M16x50（2-W）

1-BASE PL 300x16x558(SM400A)

材料B3

1-FLG PL 200x9x1991(SM400A)

1-FLG PL 150x9x1867(SM400A)

1-WEB PL 380x9x1846(SM400A)
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2.特記なきスカーラップは全て50Rとする。

1.特記なき材質は全てSS400とする。

4.部材は全て溶融亜鉛めっきを施す。

注記)

　亜鉛の膜厚は　JIS H 8641  HDZT77とする。

  但し、厚さ3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

3.ボルト・ナットは緩み止め機能のあるものを使用する。

　HDZT49とする。
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Nut.M10

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線) 

P6橋脚 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その3)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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関本高架橋(上り線) P12橋脚 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その1) S=1:50

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線) 

P12橋脚 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その1)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

撤去

S=1:50

梯子は、既設残置

S=1:25
S=1:25

S=1:25 S=1:25
S=1:25

S=1:25

S=1:25

撤去箇所

4-SGP 25A ×1180

7-SGP 25A ×1180

※完成図を基に作成している。
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関本高架橋(上り線) P12橋脚 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その2)
新設正面図
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4-U.BOLT 呼び15 （C形,1,3種ナット（M10）付）

1-PIPE φ42.7x2.3x580（STK400）

2-PIPE φ21.7x1.9x580（STK400）

2-U.BOLT 呼び32 （C形,1,3種ナット（M10）付）

8-BN.M10x35（2-W）

1-PL.90x3.2x680

2-PL.190x12x285（SM400A）

8-BN.M16x45（2-W）

2-L.65x65x6x1258

680

3-L.65x65x6x1258

6-U.BOLT 呼び15（C形,1,3種ナット（M10）付）

3-U.BOLT 呼び32（C形,1,3種ナット（M10）付）

12-BN.M10x35（2-W）

1-PL.90x3.2x1307

3-PL.190x12x285（SM400A）

12-BN.M16x45（2-W）

1-PIPE φ42.7x2.3x2704（STK400）

2-PIPE φ21.7x1.9x2704（STK400）

4-U.BOLT 呼び15 （C形,1,3種ナット（M10）付）

1-PIPE φ42.7x2.3x968（STK400）

2-PIPE φ21.7x1.9x968（STK400）

2-U.BOLT 呼び32 （C形,1,3種ナット（M10）付）

8-BN.M10x35（2-W）

1-PL.90x3.2x961

2-PL.190x12x285（SM400A）

8-BN.M16x45（2-W）

2-L.65x65x6x1258

1307

4-U.BOLT 呼び15 （C形,1,3種ナット（M10）付）

1-PIPE φ42.7x2.3x630（STK400）

2-PIPE φ21.7x1.9x630（STK400）

2-U.BOLT 呼び32 （C形,1,3種ナット（M10）付）

8-BN.M10x35（2-W）

1-PL.90x3.2x680

2-PL.190x12x285（SM400A）

8-BN.M16x45（2-W）

2-L.65x65x6x1258

680

3-L.65x65x6x1258

6-U.BOLT 呼び15（C形,1,3種ナット（M10）付）

3-U.BOLT 呼び32（C形,1,3種ナット（M10）付）

12-BN.M10x35（2-W）

1-PL.90x3.2x 925

1-PL.90x3.2x 929

3-PL.201x12x285（SM400A）

12-BN.M16x45（2-W）

1-PIPE φ42.7x2.3x2019（STK400）

2-PIPE φ21.7x1.9x2019（STK400）

2019

929 165 925

2
0
1

285

676 671

7-L.65x65x6x1258

14-U.BOLT 呼び15（C形,1,3種ナット（M10）付）

7-U.BOLT 呼び32（C形,1,3種ナット（M10）付）

28-BN.M10x35（2-W）

1-PL.90x3.2x671

1-PL.90x3.2x676

7-PL.201x12x285（SM400A）

28-BN.M16x45（2-W）

1-PIPE φ42.7x2.3x5754（STK400）

2-PIPE φ21.7x1.9x5754（STK400）

1-  .100x50x5x7.5x680

11-BN.M10x30 （1-W,1-TW）

1-FB.90x9x739

1-  .100x50x5x7.5x978

1-Ch.PL 640x3.2x949(SS400相当品)

1-BASE PL.160x9x660(SM400A)

1-  .100x50x5x7.5x685 739

1-  .100x50x5x7.5x2202

24-BN.M10x30 （1-W,1-TW）

1-FB.90x9x670

1-  .100x50x5x7.5x2724

1-Ch.PL 640x3.2x2708(SS400相当品)

1-BASE PL.160x9x1217(SM400A)

7
1
3

67
0

1-FB.90x9x739

1-FB.90x9x713

6-U.BOLT 呼び15 （C形,1,3種ナット（M10）付）

1-PIPE φ42.7x2.3x2140（STK400）

2-PIPE φ21.7x1.9x2140（STK400）

3-U.BOLT 呼び32 （C形,1,3種ナット（M10）付）

12-BN.M10x35（2-W）

1-PL.90x3.2x 965

3-PL.190x12x285（SM400A）

12-BN.M16x45（2-W）

3-L.65x65x6x1258

4-U.BOLT 呼び15 （C形,1,3種ナット（M10）付）

1-PIPE φ42.7x2.3x651（STK400）

2-PIPE φ21.7x1.9x651（STK400）

2-U.BOLT 呼び32 （C形,1,3種ナット（M10）付）

8-BN.M10x35（2-W）

1-PL.90x3.2x651

2-PL.190x12x285（SM400A）

8-BN.M16x45（2-W）

2-L.65x65x6x1258

4-L.65x65x6x1258

8-U.BOLT 呼び15（C形,1,3種ナット（M10）付）

4-U.BOLT 呼び32（C形,1,3種ナット（M10）付）

16-BN.M10x35（2-W）

2-PL.90x3.2x666

4-PL.201x12x285（SM400A）

12-BN.M16x45（2-W）

1-PIPE φ42.7x2.3x2797（STK400）

2-PIPE φ21.7x1.9x2797（STK400）

2797

666

1-  .100x50x5x7.5x1799

21-BN.M10x30 （1-W,1-TW）

2-FB.90x9x670

1-  .100x50x5x7.5x2029

1-Ch.PL 640x3.2x1990(SS400相当品)

2-BASE PL.160x9x660(SM400A)

1-FB.90x9x713

165 1232961 20

1-PL.90x3.2x1232

165 165 666 165 666 165 600 165 1651

2-PL.90x3.2x666

1-PL.90x3.2x600

1-PL.90x3.2x1651

1-  .100x50x5x7.5x 680

62-BN.M10x30 （1-W,1-TW）

8-FB.90x9x670

2-  .100x50x5x7.5x5754

1-Ch.PL 640x3.2x5714(SS400相当品)

3-BASE PL.160x9x660(SM400A)

1-  .100x50x5x7.5x 680

165 666 165 671

1-PL.90x3.2x671
165 1010

1-PL.90x3.2x1010

2140 651

2.特記なきスカーラップは全て50Rとする。

1.特記なき材質は全てSS400とする。

4.部材は全て溶融亜鉛めっきを施す。

注記)

　亜鉛の膜厚は　JIS H 8641  HDZT77とする。

  但し、厚さ3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

3.ボルト・ナットは緩み止め機能のあるものを使用する。

　HDZT49とする。
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支柱２本で手摺りを固定する箇所のみ

図面中は☆印で示す

☆印 手摺抜け落ち防止加工詳細 S=1:15

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号
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常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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2.特記なきスカーラップは全て50Rとする。

1.特記なき材質は全てSS400とする。

4.部材は全て溶融亜鉛めっきを施す。

注記)

　亜鉛の膜厚は　JIS H 8641  HDZT77とする。

  但し、厚さ3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

3.ボルト・ナットは緩み止め機能のあるものを使用する。

　HDZT49とする。
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図面の種類
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設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線) 

P12橋脚 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その3)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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撤去・設置

S=1:50

梯子は一時撤去、RC巻立て後に再設置

 2 900mm横に移動して設置

S=1:50

900

撤去・設置箇所

新設

関本高架橋(上り線) P17橋脚 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その1) S=1:125

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線) 

P17橋脚 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その1)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

※完成図を基に作成している。
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関本高架橋(上り線) P17橋脚 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その2) S=1:50
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線) 

P17橋脚 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その2)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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関本高架橋(上り線) A2橋台 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その1) S=1:50

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線) 

A2橋台 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その1)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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梯子は、既設残置
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撤去箇所
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※完成図を基に作成している。
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関本高架橋(上り線) A2橋台 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その2) S=1:75
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2.特記なきスカーラップは全て50Rとする。

1.特記なき材質は全てSS400とする。

4.部材は全て溶融亜鉛めっきを施す。

注記)

　亜鉛の膜厚は　JIS H 8641  HDZT77とする。

  但し、厚さ3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

3.ボルト・ナットは緩み止め機能のあるものを使用する。

　HDZT49とする。
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A2橋台 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その2)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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検査路断面詳細

2 0 C
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支柱端部
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30 125 5050

φ12孔
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34

3
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2 0
C

PIPE φ42.7x2.3

（STK400）

φ12孔

φ12孔
（STK400）

      PIPE φ21.7x1.9

爪先板 PL.90x3.2

6

13φ孔(支柱付PL)

側面部
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GG H H

9
0

1
0

1
0
0

110

13x28長孔(爪先板)

9
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1
0

1
0
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19φ孔

6-ホールインアンカー  M16x125

4-B.N M16x50（2-W）

1-BASE PL.335x16x300（SM400A）

1ヶ所分材料B1

1-H.175x175x7.5x11x1024

歩廊詳細

1
0
0

3
.
2

2
0 1
0
0

190300190

3535 610

5058050

680

.100x50x5x7.5

640

50

20 20

CH PL. t=3.2

φ12孔

端 部

S=1:25

3
0
1
0
0

1
6
0

380

66010

140

10

19x40長孔
140

30

B1 B2 部

関本高架橋(上り線) A2橋台 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その3) S=1:25

新設
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20

50

640

L.75x75x6
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架け違い部
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19x40長孔

60
4
0
6
0

1
6
03
0
30

3
0

3
0

B3 部
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PL.160x8x6604

680

4

a a

a - a

b b

b - b

c - c

c c

d d

d - d

"c"
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PL.90x9x670

12680350 65

5 670 5

3.5%

30

65 110

285

3012550 50

110

1
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1
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2
0
0

44

PL.60x8x660

2.特記なきスカーラップは全て50Rとする。

1.特記なき材質は全てSS400とする。

4.部材は全て溶融亜鉛めっきを施す。

注記)

　亜鉛の膜厚は　JIS H 8641  HDZT77とする。

  但し、厚さ3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

3.ボルト・ナットは緩み止め機能のあるものを使用する。

　HDZT49とする。

1ヶ,B1製作数： 2ヶ, B2 2ヶB3

B1 , B2 , ( B3 )

3
3
5

3012012030

300

8
0

1
7
5

8
0

8-φ23孔
6317563

8
0

3
0

3
0

B2

1
9
5

B3

（　）内寸法は、B3ブラケットを示す。

8-ホールインアンカー  M20x170

4-B.N M16x50（2-W）

1-BASE PL.335x16x300（SM400A）

1ヶ所分材料B2

1-H.175x175x7.5x11x1024

6-ホールインアンカー  M16x125

4-B.N M16x50（2-W）

1-BASE PL.335x16x300（SM400A）

1ヶ所分材料B3

1-H.175x175x7.5x11x874

20 15

（1-W,1-TW）

B.N M10x30

15

"b"部詳細 S=1:5

Ch PL t=3.2

680

Ｕボルト詳細 S=1:5

Uボルト

C形:呼び32
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φ
1
0

5
6
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3

Nut.M10

47
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φ
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4

Uボルト

C形:呼び15

R 1
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Nut.M10

"c"部詳細 S=1:5
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PL.90x9x670

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線) 

A2橋台 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その3)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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16/72



断面図

700135940

撤
去
・
復
旧
 
1
0
0
15

4
@1
9
3
0
=
7
7
2
0

2.現地にて施工箇所の数量、寸法を確認の上、製作施工を行うこと。

8
9
0

1.工事に先立ち、必ず現地計測を行い現地の状況を確認すること。

注記

関本高架橋(上り線) P1,P12橋脚 撤去・設置工 排水管A 詳細図 S=1:100

1
8
0

2
6
85

3
8
6
0

φ165

P1

S-2

一時撤去

炭素繊維巻立て後再設置

1
40
5

1
4
0

「関本高架橋(上り線) 排水管取替工図」補修図面参照

断面図

700135940

7
4
8
0

5
@
1
9
3
0
=
9
6
50

5
0
0

1
7
85

2
@
3
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0
=
7
7
2
0

φ165

P12

S-2

一時撤去

1
7
0
0

3
6
2
0

1
4
0

「関本高架橋(上り線) 排水管取替工図」補修図面参照

4
20

1
0
6
4
5
0
1
52

4

3
4
7
0

2
05

炭素繊維巻立て後再設置

5
2
5

5
2
5

1
2
0
0

3
7
0

撤
去
・
設
置
 
5
6
45

撤去・設置延長

P1

P12

10.015m

5.645m

炭素繊維巻立て補強

炭素繊維巻立て補強

P1

P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9 P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16

P2
P3

P4
P5 P6 P7 P8

P9 P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16
P17

A1

A1

A2

A2

←
八
反
川

県
道
 塙

・
大
津
港
線

至　北茨城IC

下り線

上り線

下り線

上り線

7 5
°
0'
0 "

7 5
°
0'
0"

平 面 図

排水管撤去・設置箇所

至　いわき勿来IC

排水管撤去・設置箇所

3030

60

87147476

200

1-PL  80×6×200(SS400)

取付金具 S-2

1-PL  80×6×107(SS400)

取付金具 S-2

2-BN M12

S=1:15

2
0
0

9
7

6
9
7

200

87147476

3030

60
4 . 5

φ
1 6 5

4 .5

2-BN M12×40(1W付き)(SS400)

既設1箇所あたり

※
※

※

φ14孔

1-PL  80×4.5×647(SS400)※

2-コンクリートアンカー M12×50
2-φ14×30長孔

2-ホールインアンカー M12×100※

2
0
0

80

9
7

6
9
7 5
0

1
0
0

50

4040

一時撤去再利用

新設

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線) 

P1,P12橋脚 撤去・設置工 排水管A 詳細図

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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1.工事に先立ち、必ず現地計測を行い現地の状況を確認すること。

注記

2.現地にて施工箇所の数量、寸法を確認の上、製作施工を行うこと。

現況
側面図

断面図 A-A

計画

3.部材は全て溶融亜鉛めっきを施す。

　亜鉛の膜厚は JIS H 8641　HDZT77とする。

関本高架橋(上り線) P2～P11橋脚 撤去・設置工 排水管A 詳細図(その1) S=1:50

200

排水管VP150A×816
撤去

1
8
5

5
5
0

取付金具　S-1
撤去

・既設取付金具撤去

・既設排水管切断撤去(塩ビ管)

・既設排水ます(鋼管) 部分塗装(常温めっき)
・新設排水管設置

・新設取付金具設置

終点側

φ165

受け桝

撤去

700135

4
0
0

φ180

φ165

2
0

4
2
5

8
1
6

1
0
6

1
5
0

1
8
5

200

取付金具　S-1

撤去

断面図 B-B

700135

φ180

取付金具　S-1'
新設

2
5
0

300 250

1
1
0

断面図 C-C

700135

4
50

φ180

3
2
0

取付金具　S-1'

新設

5
0
0

1
5
2

排水管 鋼管φ216.3 C
新設

排水管 鋼管φ216.3 C

新設

4

レジューサー200A×150A
新設

鋼製突合せ溶接式管継手

起点側

1
43

常温亜鉛めっき等の表面処理を行う

鋼管 φ180×143

既設排水管　部分塗装

1
4
3

常温亜鉛めっき等の表面処理を行う

鋼管 φ180×143

既設排水管　部分塗装

1
5
01
0
6 1
10

8
1
6

φ165

200

φ165

200

φ165

940 940 940(斜距離973)

チーズ管VP150A T-1
撤去

排水管VP150A×816
撤去

200

φ165

200

φ165

5
0
0

1
5
2

3
2
0

4

565

カップリング型継手
150A用 新設

スクリュ－キャップ
150A用 撤去

カップリング型継手
150A用 新設

平面図
940 940 940

2
0
0

200
973

RC巻立て補強

RC巻立て補強

250

200 250

平面図 平面図

伸縮継手-150A

新設
取付金具　S-2
一時撤去RC巻立て後再設置

切断ライン

5
5
0

1
8
7

切断ライン

2
0
0

200

2
5
0

2
0
0

1
0
6

1
0
6

伸縮継手-150A
新設

5
0
7

1
3
2

排水管VP150A
一時撤去RC巻立て後再設置

取付金具　S-2

一時撤去RC巻立て後再設置

排水管VP150A
一時撤去RC巻立て後再設置

取付金具　S-2

一時撤去RC巻立て後再設置

排水管VP150A
一時撤去RC巻立て後再設置

終点側起点側 終点側起点側

受け桝
撤去

切断ライン

7
1
2

RC巻立て補強

250

ハンガー　H-1

撤去

排水管 曲管VP150A×1590 1
新設

撤去数量 1箇所当り

排水管VP150A×816      1個 新設数量 1箇所当り

鋼管φ216.3×5.8 C 　　　1個

取付金具　S-1     　   1個

ハンガー　H-1     　   1個

取付金具　S-1'　　     　1個

カップリング型継手150A用 1個

ハンガー　H-1'　　     　1個

流心延長　2.2m

チーズ管VP150A T-1     1個

キャップ150A           1個

排水管VP150A×676      1個

1-PL  40×4.5×274(SS400)

ハンガー　H-1

2-BN M12×40(1W付き)(SS400)

スクリュ－キャップ150A 1個

チーズ管VP150A T-2     1個

1-PL  80×6×200(SS400)
取付金具 S-1

1-PL  80×6×472(SS400)

2-BN M12×40(1W付き)(SS400)

撤去 1箇所

1-PL  80×4.5×647(SS400)

撤去 1箇所

伸縮継手 150A   　　     1個

排水管VP150A×1660 1     1個

バンド部材一時撤去再利用
1-PL  40×4.5×748(SS400)

チーズ管VP150A T-2
撤去

キャップ

150A用 撤去

100
受け桝　　 　 　　   　1個

排水管 曲管VP150A×1590 1
新設

75°
6'

ハンガー　H-1'

新設

C

C

B

B

A

A

P2 ～ P2 ～ P2 ～

　但し、厚さ3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

　HDZT49とする。

PL t=9mm

320

30 260 30

a-a

3
2
0

30
2
6
0

3
0

4-φ14x30長孔

4-ホールインアンカーM10×80

φ221孔4-ホールインアンカーM10×80

320

ドリル径14.5mm 穿孔深さ45mm

C S=1:25
(製作数:1) 鋼管φ216.3×5.8 (STK400)

※1　床版勾配は現地確認の上,決定のこと。

a
a

"b"

9

13.6% ※
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∅ 2
21
孔

3
2
0

1
5
2

4

1-PIPE φ216.3×5.8×335 (STK400)

新設　数量1箇所当たり(9箇所)

1-PL 320×9×320(SM400A)

4-ホールインアンカー M10×80(SS400)

※

※

※

φ216.3

5.8 204.7 5.8

C

1
5

レジューサー200A×150A 同心1形
鋼製突合せ溶接式管継手

φ165.2

1-レジューサー 200A×150A(FSGP)※
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4040
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2-PL  80×4.5×466(SS400)

取付金具 S-1'

1-PL  80×6×429(SS400)

取付金具 S-1'

4-BN M12

S=1:15

2
0
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9
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6
9
7
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172.6172.6369.4158

2-BN M12×40(1W付き)
φ14孔
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97697

4-BN M12×40(SS400)
2-BN M12×40(1W付き)(SS400)

新設　数量1箇所当たり(9箇所)

※
※
※
※

φ14×30長孔(主桁側)
φ14孔

(製作数:1)

4 . 5

φ
2 1 6

4 . 5

1-PL 100×8×200(SS400)
1-PL  80×6×95(SS400)

4
0

1
2
0

40

4012040

4

5
0

5
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※
※

2-ホールインアンカー M12
2-φ14×30長孔

2-ホールインアンカー M12×100※

"b"部 詳細図 S=1:5

φ216.3

4

3
シール

9

4
5

φ221孔

109 φ200

φ
1 7
0

カップリング型継手(150A用) S=1:15

(個数:1)

1
(製作数:1)VP150A　1箇所当たり(9箇所)

曲管 S=1:25

1
1
1
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0
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0
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0
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"

96
°
13
'3
"

973

φ165

8.9φ147.2 8.9

R 450

R450

P1

P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9 P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16

P2
P3

P4
P5 P6 P7 P8

P9 P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16
P17

A1

A1

A2
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←
八
反
川

県
道
 塙

・
大
津
港
線

至　北茨城IC

下り線

上り線

下り線

上り線

75
°
0'
0"
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°
0'
0"

平 面 図

排水管取替工

排水管,取付金具:腐食、変形

排水管取替工

排水管:腐食、変形

排水管取替工

排水管:腐食、変形

排水管取替工

排水管:腐食、変形

排水管取替工

排水管:腐食、変形 排水管取替工

排水管:腐食、変形

排水管:腐食、変形

排水管取替工

排水管取替工

排水管:腐食、変形

至　いわき勿来IC

排水管取替工

排水管

排水管取替工

排水管

132

φ
2
4
4

φ
1
6
4

伸縮継手150A S=1:15

(個数:1)

45 43 44

ハンガー H-1' S=1:15

(製作数:1)

20
2 0

90
20 50 20

4 .
5

φ
1 6
5

4 .
5

4. 5

40

4.54.5

1-PL  40×4.5× 90(SS400)

ハンガー H-1'

1-PL  40×4.5× 75(SS400)

1-BN M12×30(1W付き)(SS400)
1-BN M12×40(1W付き)(SS400)

新設　数量1箇所当たり(9箇所)

※
※

※
※

2-ホールインアンカー M12×100※

3

45 45

バンド部材
既設再利用

7 5
4 .

5
3 0

4
5

40

2-BN M12
2-φ14孔

バンド部材
既設再利用

75
°
6'

17 8

2 0

1 3 8

2 0

40
20

20

1-PL  40×4.5×178(SS400)※

2-ホールインアンカー M12
2-φ14孔

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線) 

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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断面図

700135
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H2

2.現地にて施工箇所の数量、寸法を確認の上、製作施工を行うこと。

H
3

1.工事に先立ち、必ず現地計測を行い現地の状況を確認すること。

注記

関本高架橋(上り線) P2～P11橋脚 撤去・設置工 排水管A 詳細図(その2) S=1:100

H
6

H5
N
2
@
3
8
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=
H
4

1
8
5 1
5
0

n
-
V
P
 
1
5
0
A
×
40
0
0

1
-V
P
 
1
5
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A
×
L

φ165

排水L寸

補修 P2～P11

P2 P3 P4 P5 P6 P7 P9 P10

H1 18010 22660 22550 22640 20490 19520 18420 17620

N1 7 10 10 10 9 8 8 7

H2 13510 19300 17370 15440 15440

H3 2020 880 770 860 640 1600 500 1630

N2 3 4 4 4 4 3 3 3
H4 11580 15440

H5 2235 3025 2915 3005 855 3745 2645 1845

H6 180 500 500 500 500 500 500 500
n

L 2230 3020 2910 3000 850 3740 2640 1840

断面図

RC巻立て補強

現況 計画

H
1

H
3

H
6

H5
N
2
@
3
8
60
=
H
4

φ165

S-2(S-3)
一時撤去

RC巻立て後再設置

S-2(S-3)
一時撤去

RC巻立て後再設置

3
6
4
5

排水撤去数量

補修 P2～P11

単位 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P9 P10

T-1(撤去) 個 1 1 1 1 1 1 1 1

T-2(撤去) 個 1 1 1 1 1 1 1 1

個 1 1 1 1 1 1 1 1

S-1(撤去) 個 1 1 1 1 1 1 1 1

S-2(再利用) 個 9 12 12 12 1 10 10 9

S-3(再利用) 個 - - - - 10 - - -

個 1 1 1 1 1 1 1 1

サポート

チーズ管

受け桝(撤去)

ハンガー(撤去)※

名称

N
1@
1
9
3
0
=
H2

1
7
8
0

700

135

4
00

3
2
0

5
0
0

φ180

1
5
2

4

940(斜距離973)

1
0
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5
0
7

1
9
3
0

3
8
6
0

19300 19300

1
-
V
P
 
1
5
0
A×

4
0
0
0

3 4 4 4 4 3 3 3

15440 15440 15440 11580 11580 11580

n
-
V
P
 
1
5
0
A
×
40
0
0

1
-V
P
 
1
5
0
A
×
L

1
-
V
P
 
1
5
0
A×

3
7
8
5

1
40

1
40

4
3

(その１)図面参照(その１)図面参照

P8

18820

8

15440

900

3

3045

500

3040

3

11580

P8

1

1

1

1

10

-

1

P11

1

1

1

1

9

-

1

P11

16920

7

930

3

1145

500

1140

3

13510

11580

13510

※ハンガーのバンド部材のみ再利用

3.部材は全て溶融亜鉛めっきを施す。

　亜鉛の膜厚は JIS H 8641　HDZT77とする。

　但し、厚さ3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

　HDZT49とする。

P1

P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9 P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16

P2
P3

P4
P5 P6 P7 P8

P9 P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16
P17

A1

A1

A2

A2

←
八
反
川

県
道
 塙

・
大
津
港
線

至　北茨城IC

下り線

上り線

下り線

上り線

7 5
°
0'
0 "

7 5
°
0'
0 "

平 面 図

排水管取替工

排水管,取付金具:腐食、変形

排水管取替工

排水管:腐食、変形

排水管取替工

排水管:腐食、変形

排水管取替工

排水管:腐食、変形

排水管取替工

排水管:腐食、変形 排水管取替工

排水管:腐食、変形

排水管:腐食、変形

排水管取替工

排水管取替工

排水管:腐食、変形

至　いわき勿来IC

排水管取替工

排水管

排水管取替工

排水管

1-PL  80×4.5×613

取付金具 S-3

1
6
5

7
4
.5

取付金具S-3 S=1:15

2-ホールインアンカーM12(メッキ)

※

φ
16
5

4.
5

2-ホールインアンカー M12×100※

2-φ14×30長孔

80

40 40

7
4
.
5

3030

60

871474126

565

1-PL  80×6×200(SS400)

取付金具 S-1

1-PL  80×6×472(SS400)

取付金具 S-1

2-BN M12

S=1:15

2
0
0

97
6

9
7

565

871474126

3030

60

4 . 5

φ
1 6 5

4 . 5

4
.
5

6
4
.
5

2-BN M12×40(1W付き)(SS400)

既設1箇所あたり

※
※

※

φ14孔

1-PL  80×4.5×647(SS400)※

2-ホールインアンカー M12×100

2-φ14×30長孔

2-ホールインアンカー M12×100※

2
0
0

80

9
7

6
97

5
0

1
0
0

5
0

4040

3030

60

87147476

200

1-PL  80×6×200(SS400)

取付金具 S-2

1-PL  80×6×107(SS400)

取付金具 S-2

2-BN M12

S=1:15

2
0
0

97
6

9
7

200

87147476

3030

60

4 . 5

φ
1 6 5

4 . 5

2-BN M12×40(1W付き)(SS400)

既設1箇所あたり

※
※

※

φ14孔

1-PL  80×4.5×647(SS400)※

2-ホールインアンカー M12×100

2-φ14×30長孔

2-ホールインアンカー M12×100※

2
0
0

80

9
7

6
97

5
0

1
0
0

5
0

4040

1
5
0

1
75

1
0

320

10 300 10

3
2
5

3
2
6

40

2-PL  40×4.5×274(SS400)

ハンガー　H-1

1-PL  40×4.5×748(SS400)

2-BN M12×40(1W付き)(SS400)

※
※

※
2-ホールインアンカー M12×100※

1
7
4

10
1
0
0

1
29

30
4
0

3
0

2-BN M12
φ14孔

4
0

2
0

2
0

45 45

20 2525 20

2-コンクリートアンカーM12(メッキ)
φ14孔

ハンガー H-1 S=1:15

8
0 40

4
0

87

4.5

100

13 169.5

ゴムパッキング

3
1
4

3
1
4

3
0

40
1
7
4

4
0

30

受け桝 詳細 S=1:15

3
2
0

1
0

3
0
0

1
0

320

10 300 10

4 .
5

φ
1 6

5

4 .
5

3
2
6

8.5 φ148 8.5

φ165

キャップ 詳細 S=1:15

スクリューキャップ 詳細 S=1:15

30

2
0
0

1
4
0

30
8
25

30 30
8

80

φ
1
6
6

1
40

2
0
0

φ
1
4
8

φ
1
3
1

25

φ
1
6
5

φ
1
4
8

300
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°
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'2
"

2
5
0

30

φ
16 5

8 .9
φ
1
4 7 .2

8. 9

φ
16 6 .4

1
4
0

φ165

チーズ管 詳細

T-1 T-2

φ
16 6 .4

φ165

2
5
0

2
50

250

140

φ
165

96
°
26
'2
"

一時撤去再利用

新設

撤去

撤去

新設

新設

一時撤去再利用

一時撤去再利用

既設1箇所あたり

既設1箇所あたり

S=1:15

撤去 撤去

撤去

撤去

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線) 

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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関本高架橋(上り線) P13～P16橋脚 撤去・設置工 排水管A 詳細図 S=1:125

排水管撤去・復旧箇所
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線) 

P13～P16橋脚 撤去・設置工 排水管A 詳細図

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

S=1:25

S=1:50

S=1:12.5

撤去・設置延長

P13

P14

9.335m

8.875m

P13～P15 新設 2×5箇所＝10本

P15 8.335m
P16 7.605m

撤
去
・
設
置
 
P
1
3
～
P
1
5
 
38
6
0
×
2+
H
5

P
16
 
3
8
6
0
+
H
5

P16      新設 2×4箇所＝ 8本

3
52
1

1
4

85

2
1

1
4

3
5

8
5

2
0

7
5

7
5

炭素繊維巻立て補強

※完成図を基に作成している。
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1.工事に先立ち、必ず現地計測を行い現地の状況を確認すること。

注記

2.現地にて施工箇所の数量、寸法を確認の上、製作施工を行うこと。

現況
側面図

断面図

関本高架橋(上り線) P17橋脚 撤去・設置工 排水管A 詳細図 S=1:50

1
85

5
5
0

取付金具　S-1

撤去

・既設取付金具撤去

・既設排水管切断撤去(塩ビ管)

・既設排水ます(鋼管) 部分塗装(常温亜鉛めっき)

終点側

φ165

受け桝

撤去

700135

4
0
0

φ180

φ165

2
0

4
2
5

8
9
9

1
0
7

1
5
0

1
85

取付金具　S-1
撤去

断面図

700135

φ180

4
0
0

300 250

断面図

700135

4
0
0

φ180

3
2
0

取付金具　S-1
新設

4
7
3

φ180

1
5
2

排水管 鋼管φ216.3 C

1
50

新設

4

レジューサー200A×150A

新設

鋼製突合せ溶接式管継手

起点側

1
43

常温亜鉛めっき等の表面処理を行う

鋼管 φ180×143

既設排水管　部分塗装

1
4
3

常温亜鉛めっき等の表面処理を行う

鋼管 φ180×143

既設排水管　部分塗装

1
0
7

8
99

φ165

200

φ165

765 765(斜距離1013)

チーズ管VP150A T-1

撤去

排水管VP150A×639
撤去

565

カップリング型継手

150A用 新設

スクリュ－キャップ
150A用 撤去

平面図

RC巻立て補強

250

平面図 平面図

伸縮継手-150A

新設取付金具　S-2

一時撤去RC巻立て後再設置

切断ライン

5
50

1
8
0

1
0
7

1
3
2

排水管VP150A

一時撤去RC巻立て後再設置

取付金具　S-2

一時撤去RC巻立て後再設置

排水管VP150A

一時撤去RC巻立て後再設置

受け桝
撤去

切断ライン

2
0

4
2
5

2 00

765

200

765

765

2
5 0

765

2
00 10

13

縁端拡幅

φ165

7
0
0

計画
・新設排水管設置

・新設取付金具設置

取付金具　S-1'

新設

排水管 鋼管φ216.3 C

新設

4
7
3

1
5
2

3
2
0

4

カップリング型継手
150A用 新設

1
0
7

伸縮継手-150A

新設

RC巻立て補強

1
04
5
0

7
0
0

200 200
20070

1
78
0

4
@
1
9
3
0
=
7
7
2
0

2
50

565

2
3
9
5

3
8
60

3
64
5

5
5
0

1
4
0

終点側起点側 終点側起点側

排水管 曲管VP150A×1700 1

新設

1
-
V
P
 
1
5
0
A×

2
3
9
0

1
-
V
P
 
1
5
0
A
×
4
0
0
0

1
-
V
P
 
1
5
0
A
×
3
7
8
5

撤去数量

取付金具　S-1     　   1個

チーズ管VP150A T-2     1個

受け桝　　 　 　　   　1個

排水管VP150A× 500     1個

排水管VP150A× 4000    1個

取付金具　S-2     　   6個

一時撤去既設再利用

チーズ管VP150A T-1     1個

排水管VP150A× 639     1個

チーズ管VP150A T-2

撤去

キャップ150A           1個

スクリュ－キャップ150A 1個

排水管VP150A×500
撤去

キャップ
150A用 撤去

排水管VP150A× 3785    1個

排水管VP150A× 2390    1個

排水管VP150A×639
撤去

キャップ
150A用 撤去

チーズ管VP150A T-2
撤去

チーズ管VP150A T-1
撤去

取付金具　S-2
一時撤去RC巻立て後再設置

排水管VP150A
一時撤去RC巻立て後再設置

新設数量

鋼管φ216.3×5.8 C 　　　1個

取付金具　S-1'　　     　1個

カップリング型継手150A用 1個

流心延長　2.3m

伸縮継手150A　           1個

排水管VP150A×1700 1     1個

排水管 曲管VP150A×1700 1
新設

4
3

S-2
一時撤去

RC巻立て後再設置

撤
去
・
再
設
置
　
9
9
0
0

3.部材は全て溶融亜鉛めっきを施す。

　亜鉛の膜厚は JIS H 8641　HDZT77とする。

　但し、厚さ3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

　HDZT49とする。

PL t=9mm

320

30 260 30

a-a

3
2
0

3
0

2
60

30

4-φ14x30長孔

4-ホールインアンカーM10×80

φ221孔4-ホールインアンカーM10×80

320

ドリル径14.5mm 穿孔深さ45mm

C S=1:25
(製作数:1) 鋼管φ216.3×5.8 (STK400)

※1　床版勾配は現地確認の上,決定のこと。

:5

a
a

"b"

9

13.6% ※
1

∅ 2
21
孔

3
2
0

1
5
2

4

1-PIPE φ216.3×5.8×385(STK400)

新設　数量1箇所当たり(11箇所)

1-PL 320×9×320(SM400A)

4-ホールインアンカー M10×80(SS400)

※

※

※

φ216.3

5.8 204.7 5.8C

1
5

レジューサー200A×150A 同心1形
鋼製突合せ溶接式管継手

φ165.2

1-レジューサー 200A×150A(FSGP)※

8
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1
0
0

3030
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2
0

4
0

2
0

3030

60

172.6172.6369.4158

95

4040
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1
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8
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2
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4
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2
0

565

2-PL  80×4.5×466(SS400)

取付金具 S-1'

1-PL  80×6×429(SS400)

取付金具 S-1'

4-BN M12

S=1:15

2
0
0

9
7

6
9
7

565

172.6172.6369.4158

2-BN M12×40(1W付き)
φ14孔

3030

60

3030
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4040

4
.
5

6
4
.5

200

1
0
0

1
0

8
0

1
0

97697

4-BN M12×40(SS400)
2-BN M12×40(1W付き)(SS400)

新設 1箇所

※
※
※
※

φ14×30長孔(主桁側)
φ14孔

(製作数:1)

4 .5

φ
2 1 6

4 . 5

1-PL 100×8×200(SS400)
1-PL  80×6×95(SS400)

4
0

1
20

4
0

4012040

4

50
5
0

※
※

2-ホールインアンカー M12×100

2-φ14×30長孔

2-ホールインアンカー M12×100※

"b"部 詳細図 S=1:5

φ216.3

4

3
シール

9

4
5

φ221孔

φ165

8.9φ147.2 8.9

1013

1
(製作数:1)VP150A

S=1:25

1
0
88

6
8

4
0
5

1
0
7

4
0
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1
0
3

96
°
1'
47
"

9 6
°
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47
"

R 450

R450

L=1699

P1

P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9 P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16

P2
P3

P4
P5 P6 P7 P8

P9 P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16
P17

A1

A1

A2

A2

←
八
反
川

県
道
 塙

・
大
津
港
線

至　北茨城IC

下り線

上り線

下り線

上り線

7 5
°
0'
0 "

7 5
°
0'
0 "

平 面 図

排水管取替工

排水管:腐食、変形

至　いわき勿来IC

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線) 

P17橋脚 撤去・設置工 排水管A 詳細図

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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A2

1.工事に先立ち、必ず現地計測を行い現地の状況を確認すること。

注記

2.現地にて施工箇所の数量、寸法を確認の上、製作施工を行うこと。

現況
側面図

断面図 A-A

計画

関本高架橋(上り線) A2橋台 撤去・設置工 排水管A 詳細図 S=1:50

85

・既設取付金具撤去

・既設排水管切断撤去(塩ビ管)

・既設排水ます(鋼管) 部分塗装(常温亜鉛めっき)
・新設排水管設置

・新設取付金具設置

φ165

700135

φ180

2
0

4
2
5

起点側

5
3
0

平面図
180

排水管VP150A

撤去

565

受け桝
撤去

φ165

5
3
0

3
00

3
0
0

656

180

655

260

175

受け桝
撤去

φ180

1
7
5
8
5

A2

断面図 B-B 

排水管VP150A×816
撤去

700135

φ180

起点側

平面図
180

565

656

655

φ180

1
7
5
8
5

切断ライン

2
9
5

1
2
4

1
7
5

1
2
4

2
95

断面図 C-C

700135

φ180

平面図
180

565

φ165
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2
5
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2
0
0

1
90

180

7
1

2
16

4
2
1
6

2
34

4
0
0

1
0
0
0

1
3
0

5
81

1
43

常温亜鉛めっき等の表面処理を行う

鋼管 φ180×143

既設排水管　部分塗装

常温亜鉛めっき等の表面処理を行う

鋼管 φ180×143

既設排水管　部分塗装

1
4
3

A2

起点側

9
55

1
6
0

190

φ180

2
1
6

1
0
2
0

4
8
5

2
0

2
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2
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8
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85

縁端拡幅

1
0
0
0

縁端拡幅

3
2
37

6
8
80

1
0
8
5

1
3
8
0

1
4
0

排水管 曲管VP150A×1040 1
新設

排水管 曲管VP150A×3464 2

新設

カップリング型継手

150A用 新設

200

排水管 鋼管φ216.3 C
新設

伸縮継手200A-150A

新設

カップリング型継手

200A用 新設

チーズ管VP200A T-2

撤去

A

A

B

B

C

C

排水管 鋼管φ216.3 C
新設

伸縮継手200A-150A
新設

カップリング型継手

150A用 新設
取付金具　S-3
撤去

取付金具　S-3

既設再利用

取付金具　S-3

既設再利用取付金具　S-3

新設

取付金具　S-3'
新設

撤去数量

取付金具　S-3     　   1個

チーズ管VP200A T-2     1個

45°エルボ 150A        2個

受け桝　　 　 　　   　1個

チーズ管VP200A T-2
撤去

400

1 6 0

45°エルボ 150A
撤去

排水管VP150A× 160     1個

排水管VP150A×4000     1個

新設数量

鋼管φ216.3×5.8 C 　　　1個

取付金具　S-3'　　     　1個

カップリング型継手150A用 1個

カップリング型継手200A用 1個

伸縮継手200A-150A        1個

排水管VP150A×1040 1     1個

9
8
0

排水管VP150A×3464 2     1個

排水管VP150A× 980       1個

一時撤去既設再利用

排水管 曲管VP150A×1040 1
新設

排水管 曲管VP150A×3464 2
新設

1
3
0

420

切
断
ラ
イ
ン

20
1
5
0

1
8
0

5
0
0

2 5 4

取付金具　S-3     　   2個

排水管 VP150A×980

新設

3.部材は全て溶融亜鉛めっきを施す。

　亜鉛の膜厚は JIS H 8641　HDZT77とする。

　但し、厚さ3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

　HDZT49とする。

流心延長　7.0m
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30 260 30

a-a

3
2
0

3
0

2
6
0

3
0

4-φ14x30長孔

4-ホールインアンカーM10×80

PL t=9mm

φ221孔4-ホールインアンカーM10×80
ドリル径14.5mm 穿孔深さ45mm

320

C S=1:25
(製作数:1) 鋼管φ216.3×5.8 (STK400)

※1　床版勾配は現地確認の上,決定のこと。

a
a

"b"

9

13.6% ※
1

∅ 2
2 1
孔

7
1
4

1-PIPE φ216.3×5.8× 86 (STK400)

新設　数量1箇所当たり

1-PL 320×9×320(SM400A)

4-ホールインアンカー M10×80(SS400)

※

※

※

φ216.3
5.8 204.7 5.8

15

2-45°エルボ 200用(FSGP)※

2
1
6

2
16

2
3
5

C

45°エルボ200A用
鋼製突合せ溶接式管継手

45°
0'0

"

420

4
7
1

1
6
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2
1
6

2
16

7
5

φ216.3
5.8 204.7 5.8

φ
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5
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2
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.
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b b-b

1-PIPE φ216.3×5.8×235 (STK400)※

1-PIPE φ216.3×5.8×420 (STK400)※

200

φ
1
6
5

2-PL  80×6×370

取付金具 1箇所当たり

2-PL  80×6×401

1
7
7

1
0
1
.
5

1
5
1
.
5

3
0

2
4
9

3
0

3
0
9

4-BN M12×40

6

6

取付金具S-3' S=1:15

4-BN M12(メッキ)

2-コンクリートアンカーM12(メッキ) ※

※

※

6

φ
16
5

6

5
0

1
0
1
.5

1
5
1
.
5

5
0

2-ホールインアンカー M12×100※

6

(製作数:2)

4-φ14孔

2-φ14孔

80

40 40

80

20 40 20

5
0

1
0
1
.
5

1
5
1
.
5

3
0

3
0

6

151.5<109> φ262.2<200>

φ
2 2

1 <
1 7
0 >

カップリング型継手(200A用<150A用>) S=1:15

(200A用 個数:1、<150A用 個数:1>)
曲管 S=1:25

(製作数:1)VP150A

30°0'0"

190

1
6
3

3
2
8

5
29

1
0
20

φ165

8.9φ147.2 8.9

R450

R450

1
(製作数:1)VP150A

2

φ165

8.9φ147.2

3
3
7
7

365

R450

R45
0

30°
0'0"

6
3
9

6
3
2

2
1
0
6

8.9

L=1040

L=3464

P1

P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9 P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16

P2
P3

P4
P5 P6 P7 P8

P9 P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16
P17

A1

A1

A2

A2

←
八
反
川

県
道
 塙

・
大
津
港
線

至　北茨城IC

下り線

上り線

下り線

上り線

7 5
°
0'
0 "

7 5
°
0'
0 "

平 面 図

排水管取替工

排水管:腐食、変形

至　いわき勿来IC

230

φ
2
6
7

φ
2
9
0

φ
1
6
4

φ
2
1
450.5 130 49.5

伸縮継手200A-150A S=1:15

(個数:1)

"b"部 詳細図 S=1:5

φ216.3

4

3
シール

9

4
5

φ221孔

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線) 

A2橋台 撤去・設置工 排水管A 詳細図

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

22/72
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+8
0

S
TA
.2
39 +
2
0

+4
0

+6
0

+8
0

ST
A.
23
9 +
20

+
40

集水桝 Dc-0.50-0.50-0.50
　1箇所

水路 Ds-Pu-0.30-0.30
　L=15m

集水桝 Dc-0.50-0.50-0.50

　1箇所

水路 Ds-Pu-0.30-0.30
　L=15m

水路 Ds-Pu-0.30-0.30
　L=9m

水路 Ds-Pu-0.30-0.30
　L=24m

集水桝 Dc-0.50-0.50-0.50
　1箇所集水桝 Dc-0.50-0.50-0.50

　1箇所

水路 Ds-Pu-0.30-0.30
　L=6m

水路 Ds-Pu-0.30-0.30
　L=11m水路 Ds-Pu-0.30-0.30

　L=3m

水路 Ds-Pu-0.30-0.30
L=26m

コンクリートブロック張撤去・復旧
221.2m2

コンクリートブロック張撤去・復旧
509.4m2

立入防止柵(急傾斜型)
　L=7m

立入防止柵(急傾斜型)
　L=5m

立入防止柵(一般型非積雪地用)
　L=27m

立入防止柵(一般型非積雪地用)
　L=6m

基礎コンクリート
　L=13m

基礎コンクリート
　L=11m

立入防止柵(急傾斜型)
　L=12m

立入防止柵(一般型非積雪地用)
　L=11m

立入防止柵(一般型非積雪地用)
　L=12m

農
道

P1

P2

P3

A1

P1

P2

P3

A1

農道

農道

農
道

関本高架橋(上り線) 撤去･再設置図(その1)

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線)

撤去･再設置図(その1)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

平 面 図 S=1:300

注記

1. 水路、立入防止柵の仕様は管理平面図からの読み取りである。

   構造物掘削等と干渉する水路やフェンス等は、現地に設置され

   ている形状や規格と同等品を再設置すること。
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線)

撤去･再設置図(その2)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

平 面 図 S=1:300

関本高架橋(上り線) 撤去･再設置図(その2)

注記

1. 水路、立入防止柵の仕様は管理平面図からの読み取りである。

   構造物掘削等と干渉する水路やフェンス等は、現地に設置され

   ている形状や規格と同等品を再設置すること。

+4
0

+6
0 +8

0 S
TA

.2
40

+2
0

+
4
0

+6
0

+8
0

ST
A.
24
0

P3

P4
P5

P6
P7

P6

P2

P3

P4

P5

←
八

反
川

水路 Ds-Pu-0.30-0.30
　L=12m

水路 Ds-Pu-0.30-0.30
　L=13m

水路 Ds-Pu-0.30-0.30
　L=12m

水路 Ds-Pu-0.30-0.30
　L=13m

立入防止柵(一般型非積雪地用)
　L=34m

立入防止柵(一般型非積雪地用)
　L=37m

立入防止柵(一般型非積雪地用)
　L=26m

立入防止柵(一般型非積雪地用)
　L=190m

立入防止柵(一般型非積雪地用)
　L=19m

立入防止柵(一般型非積雪地用)
　L=16m

立入防止柵(一般型非積雪地用)
　L=170m

農道

農道

農道

農
道

農
道

北茨城市道5422号線

(
北
茨
城
市
道
5 27

2号
線
)
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線)

撤去･再設置図(その3)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

平 面 図 S=1:300

関本高架橋(上り線) 撤去･再設置図(その3)

注記

1. 水路、立入防止柵の仕様は管理平面図からの読み取りである。

   構造物掘削等と干渉する水路やフェンス等は、現地に設置され

   ている形状や規格と同等品を再設置すること。

+2
0

+
40

+
6 0

+
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A.
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+2
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+2
0 +4
0 +6
0

+8
0

S
T
A
.
2
4 1

P8
P9

P10

P11 P12
P13

P7 P8 P9 P10
P11

P12

P13

水路 Ds-Pu-0.30-0.30
　L=11m

水路 Ds-Pu-0.30-0.30
　L=11m

水路 Ds-Pu-0.30-0.30
　L=11m

水路 Ds-Pu-0.30-0.30
　L=11m 水路 Ds-Pu-0.30-0.30

　L=11m

農道

北茨城市道5422号線
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線)

撤去･再設置図(その4)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

平 面 図 S=1:300

関本高架橋(上り線) 撤去･再設置図(その4)

注記

1. 水路、立入防止柵およびガードレールの仕様は管理平面図からの

   読み取りである。

   構造物掘削等と干渉する水路やフェンス等は、現地に設置され

   ている形状や規格と同等品を再設置すること。
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B P
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 ∞
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R =
 ∞

B C
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R=
 ∞

S T
A.

 0
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45
.0
00

R =
 1

 0
00
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P14

P15

P16

P17

A2

歩
道

P13

P14

P15

P16

A2

水路 Ds-Pu-0.30-0.30
　L=11m

ガードレール Gr-C-4E
　L=37m

水路 Ds-Pu-0.30-0.30
　L=19m

立入防止柵(一般型非積雪地用)
　L=68m

立入防止柵(一般型非積雪地用)
　L=7m

水路 Ds-Pu-0.60-0.60
　L=11m

県
道
2 7号

線
(塙

・
大
津
港
線
)

市
道

52
74
号

線

ガードレール Gr-C-4E
　L=30m

立入防止柵(一般型非積雪地用)
　L=15m

農道

北茨城市道5422号線

北茨城市道5445号線

立入防止柵(一般型非積雪地用)
　L=15m

ガードパイプ
　L=30m
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炭素繊維巻立て補強

RC巻立て補強(t=250)

P16
P17

手摺先行足場

小判形ライナー

10475

4
6
8
0

市
道527

4号
線

県
道27号

線

(塙
・大津港線)

耐候性大型土のう
容量1.0m3(446袋)
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P15

P16
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歩
道
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0
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50
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0
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50
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0

県
道
27号

線
(塙

・
大
津
港
線
)

市
道

52
7 4
号
線

耐候性大型土のう
容量1.0m3(446袋)

切り回し道路設置工 関 L-22.5m

P17

北茨城市道5422号線

敷鉄板
36枚

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線)

切り回し道路設置工図

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

側 面 図 S=1:300

平 面 図 S=1:300

P17橋脚耐震補強施工時

関本高架橋(上り線) 切り回し道路設置工図

切り回し道路

　車両名　　　　：小型自動車

　全長　　　　　：4645mm

　車幅　　　　　：1776mm

　最小回転半径　：5800mm

　走行方法　　　：切り返し走行

施工時の留意事項

(1)P17ヤード盛土

　・生活用道路の切り回し道路やP17ヤード盛土に使用する盛土材については、

　　関本高架橋土取場の土を使用する。

　・P17橋脚を先行工事して、P17で使用した土をP1,P2ヤード盛土に活用することを想定している。

　・P17ヤードに隣接する生活用道路は4mの幅員を確保して導線を確保する必要がある。

　・側道部の奥に関連家屋が3件あり、擁壁とブロック積があるため、借地して切り回し道路を設け

　　られる位置に制限がある。

1.本図面の　　　は、P17橋脚の反力盛土
　(大型土のう等含む)を示す。

注記

2.本図面の　　　は、切り回し道路
　(盛土,砕石舗装,仮排水管等)を示す。
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